
今月の主な内容

■標津営林署はいま…

■定置漁業者が植林活動開始

■ 「クジラ」フイーバー

■直撃インタビー

“
しべつ

"つ
てどんなまち?!

輩とる海と翌 ‐

→空_受

薗1構1鞘1睡灘tl溝iぎ:り'鷹1器章il

好天に恵まれた6月 12日 、標津小の運動会が

行われ、お父さん、お母さんらが見守るなか、児

童たちは線習の成果を発揮しようとハッスル。

後半戦では熱い応援合戦が繰り広げられ、大き

な声援が広いグランドいっぱいに響き渡りまし

た。
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と

も

(標津営林署管轄の国有林)

林
野
庁
は
、

平
成
六
年
度
中

に
、

全
国
で
二
十
八
の
営
林
署

を
統
廃
合
す
る
計
画
で
す
。

道
内
で
は
十
か
ら
十
五
の
営

林
署
が
対
象
と
な
る
と
み
ら
れ

て
お
り
、

今
秋
に
は
統
廃
合
さ

れ
る
営
林
署
が
発
表
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、

標
津
営
林
署
が
い
ま
（

ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
か
特
集

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
サ

）

知
床
の
山
々
に
広
が
る
森
林
は
、

豊

か
な
水
を
育
み
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
酪
農
や
漁
業
を
支
え
る
大
切
な
役
割

を
担

っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

緑
連
な
る
山
々
に
吸
い
込
ま
れ
て
い

く
ま

っ
赤
な
太
陽
。
こ
の
雄
大
な
光
景

も
ま
た
、

自
然
景
観
を
守

っ
て
き
た
森

林
が
も
た
ら
す
贈
り
物
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

標
津
営
林
署
は
、
こ
の
森
林
を
守
り
、

ま
た
、

活
用
す
る
た
め
に
昭
和
三
十
六

年
八
月
に
開
庁
さ
れ
ま
し
た
。

標
津
町
と
羅
臼
町
の
二
町
を
管
轄
し

て
い
ま
す
が
、

管
理
す
る
国
有
林
の
面

積
は
六
万
七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま

す
。
こ
れ
は
、

帯
広
営
林
支
局
管
内
十

五
営
林
署
の
う
ち
、

新
得
、

帯
広
に
次

い
で
三
番
目
の
面
積
で
す
。

標
津
町
全

体
の
面
積
の
約
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
は

国
有
林
で
、

町
土
を
守
る
標
津
営
林
署

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

管
轄
区
域
内
に
は
、

知
床
国
立
公
園

や
自
然
環
境
を
原
生
の
ま
ま
残
す
地
域

と
し
て
指
定
さ
れ
た
原
生
自
然
環
境
保

全
地
域

（全
国
四
ケ
所
）
を
有
す
る
な

ど
、

公
益
的
な
機
能
を
持

っ
た
森
林
が

官
公
署
Ω
艦
騨
鎗
一抵

標
津
町
の
人
口
は
、

昭
和
四
十
年
の

八
千
〇
五

一
人
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少

し
て
お
り
、

六
月

一
日
現
在
、

人
口
は

六
千
八
五
八
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、

全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
出
生
率
の
低
下
や
若
年
層
の

流
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

標
津
町
の

特
徴
と
し
て
、

官
公
署
の
統
廃
合
に
よ

る
人
口
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

か

つ
て
、
Ｊ
Ｒ
標
津
線
の
合
理
化
・廃

止
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
合
理
化

・
無
人
化
、

標

津
区
検
察
庁
の
非
常
勤
化
、

標
津
営
林

署
の
合
理
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
口
が

減
少
し
て
き
た
現
実
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、

標
津
営
林
署
の
職
員
は
五
十

一
人
、

家
族
を
含
め
る
と
百
二
十
人
を

超
え
、

人
国
が
減
少
し
地
域
経
済
が
低

迷
し
て
い
る
現
在
、

地
域
を
支
え
る
大

き
な
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町
の
消
長
”団
”謎
一翻
器
十る
問
題

――現在の標津営林署庁舎十一

酷
農
と
鎌
騰
鞠
横
挽
る
森
林

―
広
六
鵡
糠
襴
瑠
闘
饗
す

る

鶴
端灘
い圏
】ャ】ポ

里〒
‥

多
い
の
が
特
徴
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
は
製
品
事
業

所
が
あ
り
、

素
材
生
産
を
行

っ
て
き
て

い
ま
し
た
。

現
在
は
若
齢
の
造
林
地
が

多
く
素
材
生
産
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
は
再
び
素
材
生
産
基
地
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

標
津
町
の
林

業
振
興
に
も
明
る
い
材
料
で
す
。

(単位 :ha)

区  分 標 津 町 羅 日 町 計

町 面 積 62,138 39,782 101,920

1日1有1林 31211195 341982 ‐67す177

比  率 52% 88% 66%
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を
守
る
国
有
林

水
を
育
み
環
境

営
林
署
髄
種
醒

(_//

廃
止
ｐ
雛
謗
欝
乗
り
越
え

て
記
”総
一離
繋
，が
あ
る

昭
和
三
十
六
年
八
月
、

地
域
の
豊
富

な
森
林
資
源
の
保
護
と
活
用
の
た
め
に

開
庁
さ
れ
た
標
津
営
林
署
も
、

昭
和
五

十
二
年
に
示
さ
れ
た

「国
有
林
野
事
業

の
特
別
整
備
計
画

（長
期
合
理
化
計

画
江

以
来
、

合
理
化

・
統
廃
合
の
矢
面

に
立

っ
て
き
ま
し
た
。

人
員
の
削
減
、

組
織
の
合
理
化
は
避

け
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、

幾
度
と
な

く
あ

っ
た
廃
止
の
危
機
は
ま
ぬ
が
れ
て

き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
以
来
、

存
置
に
対
す

る
陳
情
や
議
会
決
議
、

住
民
集
会
や
署

名
活
動
な
ど
を
繰
り
返
し
行

っ
て
き
ま

し
た
。

議
会
で
は
存
置
対
策
特
別
委
員

会
の
設
置
、

官
民

一
体
と
な

っ
た
存
置

対
策
協
議
会
の
設
置
な
ど
存
置
に
向
け

た
組
織
づ
く
り
も
行

っ
て
き
ま
し
た
。

町
を
上
げ
て
存
直
に
取
り
組
み
、

営

林
署
を
守

っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、

そ

こ
に
は
十‐‐丁
民
の
皆
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ

努
力
が
あ
り
ま
す
。

統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、

治
山
係
の
新
設

な
ど
に
よ
り
、　

一
名
が
増
員
に
な
り
ま

し
た
。

治
山
係
は
中
標
津
営
林
署
と
根

室
営
林
署
管
内
の
治
山
関
連
事
業
の

一

部
を
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

今
秋
に
示
さ
れ
る
全
国
的
な
統
廃
合
の

中
に
あ

っ
て
、

存
置
の
布
石
と
な
る
も

の
と
し
て
強
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

三
十
八
署
と
い
う
か

つ
て

な
い
大
規
模
な
統
廃
合
が
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、

そ
の
行
方
が
心
配
さ
れ
ま

す
。六

月
二
十

一
日
招
集
の
定
例
議
会
で

は

「標
津
営
林
署
の
存
置
を
求
め
る
要

望
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
、

林
野
庁
長

官
な
ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
七
月
に
は
存
置
に
向
け
た
陳
情
、

存
置
対
策
協
議
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
の
基
幹
産
業
を
支
え
る
森
林
を
守

り
、

地
域
経
済
な
ど
を
支
え
る
も
の
と

し
て
標
津
営
林
署
が
果
た
す
役
割
は
大

変
大
き
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、

営
林
署

の
存
置
は
町
民
の
総
意
で
あ
り
、

統
廃

合
は
絶
対
に
避
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

『町

慕
嗣
翻
麟総

意
』

平
成
三
年

に
林
野
庁
が
発
表
し
た

「
国
有
林
野
事
業
の
改
善
に
関
す
る
計

画
」
で
は
、

平
成
十
二
年
ま
で
に
全
国

三
百
十
六
の
営
林
署
を
三
分
の

一
に
削

減
す
る
と
い
う
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、

平
成
三
年
で
十
四
署
が
統
廃

合
さ
れ
、

今
年
度
は
さ
ら
に
三
十
八
署

を
統
廃
合
す
る
計
画
で
す
。

標
津
営
林
署
は
、

今
年
四
月
、

古
多

糠
森
林
事
務
所
と
峰
浜
森
林
事
務
所
が

1醒 覇
標
津
営
林
署
で
は
、

間
伐
材
な
ど
を

利
用
し
た
木
工
品
の
製
造

・
販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。

看
板
、

表
札
、

イ
ス
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
あ
り
ま
す
。

中

で
も
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
は
、

町
内
外
の

た
く
さ
ん
の
事
業
所
で
使
わ
れ
、

本
の

ぬ
く
も
り
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、

平
成
三
年
度
か
ら
新
婚
カ
ッ

プ
ル
と
新
生
児
誕
生
世
帯
に

「緑
の
宅

配
便
」
と
し
て
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
お
り
、

今
年
も
六
月
二
十
日
に
各
家

庭
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

レ
標
津
営
林
署
の
木
工
品
の
数
々

3
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川 へ の土 砂

防止 と稚 魚
流
育

入
成

身嘉塁Jれ蟻無黒拙1区‖1径‐親iる:翁』

標
津
漁
協

（鈴
木
輝
英
組
合
長
）
は
、

以
前
か
ら
河
川
を
保
護
す
る
た
め
植
林

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度

定
置
漁
業
者
が
独
自
の
植
林
活
動
を
始

卜
元
崎
無
異
川
沿
い
に
植
林
活
動
す
る
定
置
漁
業
者

め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
薫
別
、

崎
無
異
地
区
の

定
置
漁
業
者

（八
カ
統
）
で
構
成
す
る

「薫
別

・
崎
無
異
地
区
川
を
守
る
会
」
が

始
め
た
も
の
で
、

六
月
二
日
に
初
め
て

の
活
動
と
し
て
、

同
会
の
メ
ン
バ
ー
十

二
人
と
鈴
木
組
合
長
ら
が
元
崎
無
異
川

沿
い
に
標
津
営
林
署
か
ら
提
供
さ
れ
た

ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
の
苗
木
三
百
本
を
植
え

ま
し
た
。

同
会
が
発
足
し
た
の
は
、

同
漁
協
の

南
等
サ
ケ
マ
ス
増
殖
担
当
部
長
が
定
置

漁
業
者
に
呼
び
か
け
た
の
が
き

っ
か
け

で
、

「川
へ
の
上
砂
流
入
防
止
や
稚
魚
の

育
成
、

川
に
の
ぼ
る
魚
の
た
め
に
も
木

は
不
可
欠
」
と
い
う
の
が
理
由
。

南
部

長
に
よ
る
と
、
こ
の
日
植
樹
し
た
元
崎

無
異
川
は

一
度
雨
が
降
る
と
流
域
か
ら

土
砂
な
ど
が
流
れ
、

三
十
分
で
増
水
し

て
し
ま
う
ほ
ど
、

河

川
沿
い
に
本
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
影
響

が
出

て

い
る
と

い

う
。同

会
で
は
、

来
年

以
降
も
忠
類
川
、

古

多
糠
川
の
川
沿
い
に

植
林
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、

将
来
的
に

も
元
崎
無
異
川
を
含

め
た
三
河
川
の
植
林

を
続

け

る
予

定

で

す
。
　
　
　
＞

）

輛練
懸
撻
騰
餓
“鴨
慨

鈴
木
組
合
長
も
、

「川
を
守
る
こ
と
は

魚
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
れ

は
、

他
地
域
で
の
例
も
あ
り
明
ら
か
。

我
々
と
し
て
も
独
自
に
活
動
を
続
け
て

い
く
」
と
意
欲
的
。

将
来
的
に
は
農
協
は
じ
め
酪
農
家
と

も
協
議
し
て
、

標
津
川
な
ど
の
河
川
沿

い
に
、

あ
る
程
度
の
幅
で
植
栽
し
て
い

き
た
い
考
え
も
あ
り
、

今
後
、

農
業
関

係
者
の
協
力
も
得
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

広
く
地
域
住
民
に
緑
の
大
切
さ
と
森

林
の
役
割
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
六
月
二
十
日
、

標
津
営
林
署
と

町
は
新
婚
カ
ッ
プ
ル
と
新
生
児
誕
生
世

帯
の
希
望
者
六
十
人
に
本
の
苗
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

三
年
前
か
ら
行

っ
て
い
る

「緑
の
宅

配
便
」
。

ク
カ
ネ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

ニ
オ
イ

ヒ
バ
な
ど
五
種
類
の
本
の
中
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
二
種
類
を
選
ん
で
も
ら
い
、
ご
家

庭
に
宅
配
す
る
こ
の
事
業
。

新
川
上
町
の
長
谷
川
重
美
さ
ん
方
の

庭
先
に
は
、

中
野
渡
署
長
や
小
田
桐
町

長
ら
が
訪
れ
、

ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
、

チ
シ

マ
ザ
ク
ラ
を
植
え
ま
し
た
。

昨
年
九
月
に
生
ま
れ
た
長
男
の
隼
人

ち
ゃ
ん
に
小
田
桐
町
長
が

「
ハ
ヤ
ト
く

ん
の
木
を
植
え
た
よ
」
と
話
し
か
け
る

と
、

「
ハ
ヤ
ト
も
こ
の
木
の
よ
う
に
す
く

す
く
と
元
気
に
育

っ
て
ね
」
と
、

お
か

あ
さ
ん
の
薫
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

）

営林署
町 フ

苗木を植える中野渡署長 (左)と
小日桐町長

緑の宅配便

など60戸 に苗木

新生児誕生世帯

をプレゼント

¶欄
軸
一爾
”端
“掛
鞘
一離
鑑
十勢
コ
ビ

若
草
町
で
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
‐７７
本
植
林

「潤
い
の
あ
る
ま
ち
並
み
に
」
と
、

六

月
十

一
日
、

町
内
若
草
町
に
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
百
七
十
七
本

（体
長
約
二
・五
メ
ー

ト
ル
）
を
植
林
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

町
が
現
在
す
す
め
て
い
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

当
日

は
同
町
内
会
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

十
五
人
が
率
先
し
、

植
樹
に
協
力
し
ま

し
た
。

卜
植
林
す
る
若
車
町
会
の
み
な
さ
ん
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＞
船
の
そ
ば
約
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
来

た

″ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
″

鞘千イ

慢の乳牛

馬92頭が

ぞろい

こ
と
を
目
的
に
五
月
二
十
九
日
、

町
と

町
農
業
協
同
組
合
の
主
催
で
切
標
津
町

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
・種

馬
共
進
会
が
川
北

の
椴
山
家
畜
消
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、

町
内
か
ら
ご
自
慢

の
乳
牛
五
十
六
頭
、

種
馬
三
十
六
頭
が

出
場
。

体
形
の
良
さ
な
ど
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

▲未経産牛の最高位 「ヘイオローラミスティオ
バール」(大桃雅幸さん所有)

5

▲経産牛の最高位 「ラッスアイバンホーバリア
ントマツクス」(徳橋博人さん所有)

鶴
難
躙

一寒
鱗
一帯
一鎖

―

千

島

観

光

汽

船

―

鯨
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
観
光
船
を
始
め
た

の
は
、

千
島
観
光
汽
船
の
竹
下
恵
隆
社

長

（栄
町
）
と
池
田
勝
彦
事
務

（伊
茶

仁
）
。

五
月
末
か
ら
本
格
的
に
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

新
…………………………‐ｉ‐‐！し釣圏朋好待‐‐‐‐‐――…！‐‐‐‐‐‐！！！！！

連
日
、

多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
い
、

遠

く
は
九
州
、

大
阪
、

東
京
の
ほ
か
、

外

国
か
ら
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
メ
リ

カ
と
、
　
″ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
〃
に
来
て
い

る
と
い
う
。

「と
に
か
く
、

土
日
は
予
約

で
い
っ
ぱ
い
。

陸
よ
り
海
に
い
る
時
間

の
方
が
多
い
よ
」
と
、

笑

っ
て
話
す
竹

下
さ
ん
。

観
光
船
は
十
五
人
乗
り
、

最
高
速
度

三
十
ノ
ッ
ト
の
高
速
船
。

六
月
三
日
、

実
際
に
鯨
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
を
体
験
し
て
み
た
。　

一
時
間
ほ
ど
で

二
十
頭
近
く
の
鯨
を
目
撃
＝
写
真

（上
）

＝
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
激
。

「七
月
末

ま
で
は
九
割
以
上
の
確
立
で
鯨
が
見
ら

れ
る
」
と
池
田
専
務
は
言
う
。

‐５
人
乗
り
の
高
速
観
光
船
に
乗
る

竹
下
さ
ん

町
で
は

「鯨
観
光
は
天
候
に
左
右
さ

れ
る
が
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
と
連
動
さ

せ
れ
ば
安
定
し
た
観
光
コ
ー
ス
に
育

つ

可
能
性
も
あ
る
」
と
、

新
し
い
観
光
資

源
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

観
光
船
の
運
行
は
不
定
期
、

二
人
以

上
で
標
津
港
を
出
港

（約
二
時
間
、

大

人

一
人
七
千
五
百
円
、

小
学
生
四
千
円
）

し
ま
す
。

十
月
頃
ま
で
運
行
予
定
。

波
の
高
い
日
は
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
失

敗
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
ご
了
承
を
◇

予
約

・
お
問
い
合
わ
せ
は
同
汽
船
奮

０
１
５
３
８
１
２
１
１
２
７
７
へ
。

自

種

勢

町
の
乳
牛

・
種
馬
の
育
成
管
理
技
術

の
向
上
並
び
に
改
良
と
生
産
の
普
及
奨

励
を
図
り
、

酪
農
経
営
の
安
定
を
期
す

＞
種
馬
の
最
高
位

「初
姫
」
（
日
□
哲
さ

ん
所
有
）

川北で共進会

願

個
人
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど

で
鯨
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
を
す
る
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

鯨
は
首
に

も
の
す
ご
く
敏
感
な
動
物
で
す
。

む
や
み
に
追
い
か
け
た
り
し
て
、

鯨
に
害
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は

や
め
ま
し
よ
う
。



目□回団田
町 い
民 ろ
会 い
議 ろ

な
意

暴
出
さ
れ
た

醒|

「晨
を
創
る
町
民
会
議
」
の
各
ゾ
ー
ン

別
会
議
が
、

五
月
二
十
日
、

六
月

一
日
、

二
日
の
三
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

晨
を
創
る
町
民
会
議
は
、

ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
具
体

化
を
図
る
た
め
に
、

主
に
町
内
の
景
観

整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
全

体
会
議
、

景
観
整
備
に
関
す
る
勉
強
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、

町
内
を
四

つ
の
ゾ
ー

ン
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
十
名
～
十
五

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
は

各
ゾ
ー
ン
ご
と
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ

れ
の
ゾ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
を
具
体
的
に
検
討
し
ま
し

あた
。舞

確
裾
肝

よ
う
な
街
並

み
を
」
…

第

一
回
目
の
ゾ
ー
ン
別
会
議
と
い
う

こ
と
で
、

普
段
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
自
由
に
出
し
合
う
と
い
う
形
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、

各
ゾ
ー
ン
と
も
盛
り

上
り
を
み
せ
ま
し
た
。

・
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
街
並
み
を

・
海
岸
か
ら
の
眺
望
を
活
か
し
て
は

・
ミ
ル
ク
の
ホ
ワ
イ
ト
、

白
い
ハ
マ
ナ

ス
、

白
樺
の
、

三
つ
の
白
で
整
備
を

・廃
船
な
ど
を
残
す
こ
と
も
、

歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
景
観
で
は

，長
い
目
で
見
た
落
ち
着
き
の
ち

当
街
路

戦麗繁:発!禁田義畿轡 鮮r
il】iこ

― (社)日 本空手協会標津支部一

全道空手道選抜大会で見事な成績

灯
、

看
板
の
整
備
を
…
。

な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

中
で
も

「ま
ず
は
自
分
た
ち
の

地
域
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
、

さ

っ
そ
く
次
の
日
曜

日
に
景
観
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

（地
域
内
の

視
察
）
を
行

っ
た
ゾ
ー
ン
も
あ
り
ま
し

あた
。今

後
は
、

二
～
三
回
の
各
ゾ
ー
ン
別

会
議
が
行
わ
れ
、

よ
り
具
体
的
な
方
向

が
話
し
合
わ
れ
、

六
年
度
中
に
は
町
全

体
の
景
観
整
備
の
方
向
が
ま
と
め
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

が
＝
“一隅
博
一■
一■
一■
一！脱
牌
け

卜
）
も

卜
表
彰
状
を
手
に
す
る
及
川
さ
ん

五
月
二
十
二
日
、

（社
）
日
本
空
手
協

会
北
海
道
本
部
主
催
の
第
二
十
二
回
全

道
空
手
道
選
抜
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
町
か
ら
、

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
同
協
会
標
津
支
部

（中
野
悟
団
長
・団

員
五
十

一
人
）
の
選
手
た
ち
も
出
場
。

個
人
戦
で
は
男
子

・
小
学
三
年
形
の

部
、

組
手
の
部
で
、

荒
谷
修
平
く
ん
と

古
川
卓
く
ん
が
優
勝
、

女
子
小
学
六
年

形
の
部
で
佐
賀

ニ
ナ
サ
ラ
さ
ん
が
準
優

勝
の
ほ
か
、

団
体
戦
で
も
小
学
低
学
年

と
高
学
年
組
手
の
部
で
優
勝
す
る
な
ど
（

好
成
績
を
あ
げ
、

四
年
連
続
六
度
目
の

全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
八
月
六
日
か
ら
北
九
州

市
で
行
わ
れ
、

選
手
た
ち
は

一
段
と
練

習
に
熱
が
入

っ
て
い
ま
す
。

及
川
勇
二
郎
さ
ん

十
三
年
間
に
わ
た
り
、

町
防
犯

協
会
副
会
長
と
し
て
、

防
犯
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
及
川

勇
三
郎
さ
ん

（６９
・望
ケ
丘
町
）
が

こ
の
度
、

そ
の
功
績
に
対
し
、

道

警
釧
路
方
面
本
部
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

なつたらいいは

全国大会出場が決まり、喜びの選手たち
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地
場
の
食
品
鶴
繋
館

今
年
も
始
養
鎖
篠
窃
ふ
れ
あ
い
青
空
市
″

今
年
も
六
月
五
日
か
ら
、

ふ
れ
あ
い

青
空
市
が
旧
Ｊ
Ｒ
根
室
標
津
駅
前
広
場

で
始
ま
り
、

大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

産
地
に
住
み
な
が
ら
、

隣
町
で
魚
や

野
菜
を
買

っ
て
来
る
町
民
も
多
い
た
め
、

町
内
の
若
者
た
ち
で
つ
く
る

「野

っ
太

郎
集
団
」
が
中
心
と
な
リ
ス
タ
ー
ト
し

て
、

今
年
で
七
年
目
を
迎
え
、

人
気
は

年
を
追
う
ご
と
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
朝
市
は
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
毎
月
第

一
日
曜
日
の
朝
八
時
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
初
の
こ
の
日
、

季
節
の
主
役
の

サ
ク
ラ
マ
ス
を
は
じ
め
カ
レ
イ
、

コ
マ

イ
、

カ
ジ
カ
に
、

地

場
水
産
加
工
品
の
イ

ク
ラ
や
ク
ラ
コ
、

野

菜
、

果
物
な
ど
が
ず

ら
り
。

午
前
八
時
の

開
始
と
と
も
に
町
民

で

い

っ
ぱ

い

に
な

り
、

飛
ぶ
よ
う
な
売

れ
行
き
で
、　

一
時
間

余
り
で
完
売
し
ま
し

あた
。

た
く
さ
ん
の
人
で

一

に
ぎ
わ
う
育
空
市

一

終
戦

一
年
前
の

一
九
四
四
年
八
月
、

旧
陸
軍
の
輸
送
機
が
別
海
町
尾
岱
沼
の

野
付
湾
に
墜
落
、

五
人
が
死
亡
す
る
事

故
が
あ
り
、

あ
れ
か
ら
五
十
年
、

た
だ

一
人
奇
跡
的
に
生
還
し
た
広
島
県
在
住

の
加
土
満
さ
ん

（七
二
）
ら
戦
友
や
遺

族
が
六
月
十
六
日
、

初
め
て
現
地
で
犠

牲
者
の
供
養
を
し
ま
し
た
。

当
時
の
墜
落
の
原
因
は
、

悪
天
候
の

た
め
目
的
地
の
千
島
列
島
松
輪

（
マ
ツ

ワ
）
島
に
着
陸
で
き
ず
計
根
別
飛
行
場

に
引
き
返
し
た
が
、

国
後
島
上
空
付
近

で
燃
料
切
れ
、

野
付
湾
の
砂
浜
に
着
陸

し
よ
う
と
し
て
墜
落
し
た
ら
し
い
。

こ
の
度
の
供
養
は
、

旧
陸
軍
飛
行
第

三
十
二
戦
隊
戦
友
会

（本
部
東
京
）
か

ら
、

事
故
当
時
本
町
の
龍
雲
寺
で
五
人

が
供
養
さ
れ
、

奈
毘
に
ふ
さ
れ
た
経
締

か
ら
今
年
が
五
十
回
忌
に
当
た
る
た
め
、

供
養
し
た
い
と
同
寺
に
以
来
が
あ
り
こ

れ
を
受
け
、

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

iR陸軍輸送機

野付湾墜落か
―
ら
Ⅲ
5び竿

戦友 ・遺族 らが供養

現地で犠牲書を供養する戦友のカロ土さん (右)

牌
勝
醐
幣
訓
幹
ヨ

―
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
向

け

て
―

標
津
消
防
団

（水
口
栄
作
団
長
）
は
、

道
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
向
け
て
毎
日

朝
と
夜
の
二
回
、

訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。同

大
会
は
、

消
防
活
動
に
必
要
な

「心

技
体
」
の
基
本
を
養
い
、

実
践
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

七
月

二
十

一
日
に
札
幌
市
で
開
か
れ
ま
す
。

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、

健
闘

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

卜
毎
日
、

厳
し
い
特
訓
が
続
く

消
防
団
員

は穂,な|す苑 に演歌 の

:][Rf,Hli響.く

配野芽:認題雛事1磐!ん
一プロ歌手デビュー披露―

縛鮭勝

こ
の
ほ
ど
プ

ロ
デ
ビ

ュ
ー
し
た
、

中
標
津
町
出

身
の
演
歌
歌
手
北
野
純

子
さ
ん

（本
名

・
井
本
恭

子
）
が
六
月
二
十
六
日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

標
津
は
ま
な
す
苑
を
慰

問
し
、

見
事
な
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。

デ
ビ

ュ
ー
曲
の

「恋
の

摩
周
湖
」
「
俺
の
星
」
な

ど
四
曲
を
披
露
。

入
所

者
は
そ
の

つ
や
や
か
な

歌
声
に
聞
き
入

っ
て
い
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◆今回インタビューに

答えてくれたのは…

『中村 正 見』さんです
= 崎 無 異=

●生まれ/四 国 ・高松市

●前住所/神 戸市

●平成 3年 4月 、標津町民となる

0職  業 /旅 の宿 「モシリバ」(アイヌ語で東の

果ての意味)を 経営

●年齢/43歳

●経歴など

文部事務官として神戸大学に平成3年 3月まで

勤務。

現在、奥さんと子供3人の5人家族。

●趣 昧 /魚 つり、山歩き

宮1塩1隷恐率出1斗岬

調
が
弱
”邸

＝料
Ｕ
ぺ
勢
斜
一船
灘
紛
寒
鞍
緒
鞘

―
―
し
べ
つ
に
住
む
き
っ
か
け
に
な

っ

た
の
は
？

二
十
歳
の
時
、

放
浪
の
旅
で
あ
こ
が

れ
の
北
海
道
を
ぐ
る

っ
と
ひ
と
回
り
し

た
の
が
、

最
初
の
き

っ
か
け
で
す
。

北

海
道
の
中
で
も
特
に
道
東
の
大
自
然
と

そ
の
厳
し
さ
に
魅
力
を
感
じ
た
の
で
す
。

当
時
、
し
べ
つ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に

泊
ま

っ
，）の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

七
年
ほ
ど
前
か
ら

″脱
サ
ラ
″
を
真

剣
に
考
え
、

道
東
に
移
住
地
を
探
し
ま

し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
候
補
地
を
選
び
、

最
終

的
に
は
、

い
い
川
や
海
、

山
が
あ
り
知

床
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
し
べ
つ

に
決
め
た
の
で
す
。

そ
れ
と

「大
革
原

の
美
雪
ち
ゃ
ん
」
の
ビ
デ
オ
や
サ
ー
モ

ン
科
学
館
の
小
宮
山
学
芸
員
の
魚
に
関

す
る
本
な
ど
見
た
こ
と
も
、
し
べ
つ
に

引
か
れ
た
理
由
の

一
つ
で
す
。

―
―
じ
べ
つ
の
第

一
印
象
は
？

静
か
な
ま
ち
。

国
後
島
が
す
ぐ
近
く

に
見
え
、

国
境
を
感
じ
ま
し
た
。

ｗ樹
畿
“田
一“覇
刻
器̈
“掛
謝
新
製

”避
”鞘
一届
一葉
が
，躍
！さ
一喬
堆
出

―
―
実
際
に
し
べ
つ
に
住
ん
で
み
て
ど

う
で
す
か
？

初
め
の
う
ち
は
、

知
り
合
い
の
人
も

だ
れ
も
い
な
く
、

心
細
い
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、

近
所
の
人
に
気
を
掛
け
て
も

ら
い
、

人
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

山
に
行
け
ば
山
菜
、

川
や
海
で
は
魚

と
、

自
分
で
体
を
動
か
せ
ば
す
ぐ
手
に

入
る
。

都
会
で
は
な
い
、

お
金
で
買
え

な
い
ぜ
い
た
く
が
で
き
ま
す
よ
。

家
に
居
な
が
ら
に
し
て
見
れ
る
、

国

|じ|ヽ
|じ,外
す: i l l
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外から見た`しべつ、は…?

ヽ

ほお2た力ほ
一 口

）

後
島
か
ら
昇
る
朝
日
、

そ
し
て
　
山
に

沈
む
夕
陽
。

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

ほ
ど
き
れ
い
だ
。

部
屋
か
ら
沈
む
夕
陽

を
眺
め
な
が
ら
、

グ
ラ
ス
を
傾
け
飲
む

焼
酎
は
最
高
。

ど
こ
に
行
か
な
く
て
も
家
の
中
で
、

ぜ
い
た
く
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
の

が
う
れ
し
い
。

―
―
子
供
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
す

か
？う

ち
は
、

一高
校

一
年
と
小
学
四
年
の

長
女
と
次
女
に
、

中
学

一
年
の
長
男
が

い
ま
す
。

初
め
の
頃
は
、

環
境
の
変
化

で
戸
惑
い
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、

今

で
は
慣
れ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、　

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

な
れ
、

都
会
の
マ
ン
モ
ス
校
と
は
違
う
。

と
に
か
く
子
供
が
伸
び
伸
び
と
で
き

る
。
こ
れ
が
な
に
よ
り
も
良
い
と
思
う
。

自
分
は
都
会
風
の
教
育
オ
ヤ
ジ
に
は
な

り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
し
べ
つ
の
観
光
に
関
し
て
は
？

旅
行
者
は
、

施
設
な
ど
を
見
物
す
る

人
も
い
れ
ば
、

何
も
な
い
そ
の
ま
ま
の

自
然
が
い
い
と
い
う
人
も
い
る
。

観
光

と
し
て
、

ど
ち
ら
が
ど
う
と
は
言
え
な

い
が
、

い
づ
れ
に
せ
よ
自
然
あ

っ
て
の

ま
ち
な
の
だ
か
ら
、

自
然
は
き
ち
ん
と

大
切
に
残
す
べ
き
で
す
。

一
中
村
さ
ん
夫
婦
、

自
ら
の
手
で
建
て
た
、

ご
自
慢
の

一

一
ロ
グ
ハ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

―
―

し

べ

つ
に
住

ん

で
驚

い
た

こ
と

は
？浜

の
人

々
の
朝

の
早

い
こ
と
に
は
び

っ
く
り
。
日
が
昇
る
と
起
き
、

沈
む
と

寝ると」〉た感じですね。

こ
れ
が
本
来
の
人
間
の
姿
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

力
月
ほ
ど
か
け
て
、

今
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
蔭
様
で

「旅
の
宿
」
を
経
営
す
る

こ
と
に
な
り
、

喜
ん
で
い
ま
す
。

自
分

の
手
で
建
て
る
こ
と
は
実
に
楽
し
い
毎

日
で
、

「自
分
の
大
き
な
遊
び
」
で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
も
見
ず
知
ら
ず
の
神
戸
か
ら
来

た
、

私
み
た
い
な
ど
こ
の
馬
の
骨
だ
か

わ
か
ら
な
い
人
間
に
、

ハ
ウ
ス
が
完
成

す
る
ま
で
、

空
家
を
貸
し
て
く
れ
た
り
、

ま
た
、

建
設
に
当
た

っ
て
の
土
地
を
貸

し
て
も
ら
う
な
ど
、

温
か
い

″し
べ
つ

″
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
べ
つ
に
住
ん
で
三
年
暮
ら
し
、

知

り
合
い
が

一
人
づ

つ
増
え
て
い
る
の
が

楽
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

W持 |

騒釜転

一撃
選
一弱
一潮
総
隅
件

―
―

し

べ

つ
に
望

む

こ

と
は
？

言
葉

で
は
言
え
な

い

が
、

こ
こ
に
は
人
間

に

必
要
な
魅
力
が
あ

る
と

こ
ろ
で
は
な

い
か
。

こ
れ
だ

け
す
ば
ら
し

い
自
然

が
あ

る
の
だ
か

ら
こ
そ
、

そ

の
素
晴
ら

し
さ
を
忘
れ

て
は

い
け

な
い
と
思
う
。

闘
鵬馴
酬

十棄醐一鞭ろ鋼刻

―
―
最
後
に
し
べ
つ
の
皆
さ
ん
に
ひ
と

一言
ど
う
ぞ
―

自
分
の
家
は
自
分
の
手
で
と
、

以
前

か
ら
考
え
、

妻
と
二
人
で
せ

っ
せ
と
四

このコーナーの登場人物を募集し

ています。

自薦他薦を問いません。

一連絡先一

役場 広報統計係
a2-2131内 線 110
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ありがと
|

「お父さんに手づくりのプレゼントを」と、町来養

士の指導でドロップクッキーづくりに挑戦。

こ6月 11日 、川北公民館=

百語管保育園のおともだち

IT無|

‖1岬Ⅲ出l
こだま じゅりちゃん

みやざき

も

回□□圃
| =  ■   | 十1 , | 十1 1 1 1 1 1     1 1 1

会 話 教 室

― LESSON 3-一

ズ ドラース ヴ ィチ ェ ( こん に ちは) 1

先週に引き続きロシア人来町の時に使えそうな

言葉の レッス ン。

なに?

これは何ですか?

あれは何ですか?

わかりますか?

はいわかります

さようなら

シトー?
ЧTO?

シトー ェ _夕 ?
ЧT0 9TO?

シトー ターム?
ЧTO TaM?

パニマーエチェ?
IIoHИMaeTe?

ダ~ パ 二十トナ

Aa, ■ OH■THo.

ダ ス ヴイダーニヤ

AO CBEAaHIIII。

| ■鞭

さとしくん

大固 有 貴さん (22)

「お客さんには笑顔を忘れず」
>昭 和46年 標津町生まれ。A型 、乙女座。

>釧 路短期大学卒業後、平成4年 に同漁協に。

レ所属は信用部出納係で、窓□での現金の取扱が主な仕事。仕事柄、い

つも慎重に、緊張しながらもお客さんには笑顔を忘れずにを、心掛

けています」と語る彼女。

>趣 昧は小学生の頃から習つたという書道で4段 の腕前。「書道をやる

と落ち着くんです。今は忙しいのでお休み中。暇ができたら、また

始めたいです」と、かゎいらしい笑顔を見せてくれました。

10



品り才需描 態 の々革艶 巫金iΩ!③動基i③

短
い
夏
だ
か
ら
…

熱
く
な
り
た
い
。

・夏の夜空に花火が打ち上げられます。
・パレードや盛りだくさんの催しでいつばい !

〈会場〉農村環境改善センター

〈主催)標 津料飲店組合

・何でも飲み放題

・特製ジョッキー付き

前売/2,500円

当日/3,000円

淵1慾革賄1綜‖総苺勁 路丑Ω馬婆鍵9ws

が結妻
ダ~

よい離|‐職し艦ませ鑓th

・グランドチャンピオンには

賞金30万円!!

焔弱口とイ珊
宙 (01538)21728側・FAX2 3381

柳元(憲示)さんちの
た か な り

貴 成 くん
(H5,7.23生 )

曙 町 の

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/49.Ocm

体重/2,,84① 9

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/74.3cm

休重/8.9k9

お母さんからひと言

「動物が大好きで、犬がどんなに吠

えても手足をバタバタさせて喜んで

いる貫成。最近、おじさんに買つても

らつた、おもちゃのピアノがお気に入

り。得意になつて弾いています (?)。

男の子だから、元気で、だれにでも

好かれる子になってほしいですね。

脳,用1隠1馬:M4/AN爾i録歯 7/30(土 )

ゲスト山本譲二 ・神野美伽ほか

入場整理券 (無料)を配付します。希望者は役場、各公民館(7/11～

15まで)へ。※詳しくは役場商工観光課 (密2-2101)ま で。

L L j ―
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晶慈品護晶途孝軽:豊翌普:「号:闇
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|を

職避塑:簿審

田 村 さん (75)

く人とヒグマのかか

わりをまとめた、

日村さん自筆の

「想しヽ出の記」を

この度発行

※注)「子返し制度」…町から乳牛 (2才)の 貸付を受け、この牛がメスの子を産み、そ
の子午が2才になると町に返す。貸付された最初の牛は、自分の
所有になる制度。

曲一旦
一狩
古南〓

『森
は
動
物
の
国
だ
。

動
物
は
我
々
の
友
達
。

彼
ら
の
住
め
る
地
域
を
残
さ
な
く
て
は
…
』

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十

一
年
間
に

わ
た
り
道
鳥
獣
保
護
員
を
務
め
て
き
た

田
村
豊
さ
ん
。

今
年
三
月
末
で
離
任
し
、

先
般
、

自
然
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、

道
社
会
貢
献
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

「
こ
の
受
賞
は
私
個
人
の
も
の
で
は
な

く
、

住
民
や
行
政
の
お
力
添
え
が
あ

っ

た
か
ら
こ
そ
。

み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

感
謝
し
て
い
る
」
と
口
村
さ
ん
。

酪
農

業
の
傍
ら
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
監

視
活
動
の
ほ
か
、

狩
猟
者
の
マ
ナ
ー
向

上
を
目
指
す
啓
発
な
ど
も
行
い
、

特
に

ヒ
グ

マ
の
保
護
や
事
故
防
止
に
は
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
鳥
獣
保
護
員
に
な

っ
た
い

き
さ

つ
は
…
。

昭
和
三
十
七
年
の
冷
害
と
十
勝
岳
の

噴
火
に
よ
る
降
灰
で
農
作
物
は
収
穫
で

き
ず
、

山
に
も
実
は
な
く
、
ヒ
グ

マ
が

人
里
に
食
を
求
め
て
集
中
し
、

生
き
る

た
め
の
人
と
ヒ
グ

マ
の
死
闘
が
展
開
さ

れ
た
の
で
あ

っ
た
。

＊
注

当
時
、

入
植
者
を
対
象
に

調
習
ｑ
＝

返
し
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
が
、
ヒ
グ

マ
に
次
か
ら
次

へ
と
牛
が
襲
わ
れ
る
被

害
が
続
出
。

い
わ
ゆ
る
「ク
マ
騒
動
」
の

始
ま
り
で
あ

っ
た
。

住
民
の
生
活
を
守

る
た
め

ハ
ン
タ
ー
と
な

っ
た
田
村
さ
ん

ら
が

「
こ
の
ま
ま
で
は
、

農
家
も
終
わ

り
だ
」
と
、
ヒ
グ

マ
の
警
戒
に
当

っ
た

の
が
き

っ
か
け
。

何
度
と
な
く
危
な
い
目
に
あ

っ
た
。

「ク
マ
騒
動
が
始
ま
る
以
前
は
、

ク
マ
に

遭

っ
て
も
、

人
を
襲
う
こ
と
は
な
か

っ

た
。

逆
に
び

っ
く
り
し
て
逃
げ
て
い
っ

た
も
の
」
と
振
り
返
る
。

当
時
、
ク

マ
が
人
や
家
畜
を
襲
う
の

で
、

仕
方
な
く
駆
除
し
た
が
、
ク

マ
が

人
里
に
出
て
き
た
の
は
、

エ
サ
が
な
か

っ
た
だ
け
。

「ク
マ
だ

っ
て
生
き
る
権
利

は
あ
る
」
「森
は
動
物
の
国
だ
。

動
物
は

我
々
の
友
達
。

彼
ら
の
住
め
る
地
域
を

残
さ
な
く
て
は
―
」
と
、

強
く
主
張
す

る
田
村
さ
ん
。

最
近
、

建
築
廃
材
な
ど

が
川
縁
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

実
に
残
念
な
こ
と
だ
。

国
村
さ
ん
は

「体
の
動
く
限
り
、

森

の
友
達
と
し
て
、

自
然
を
守
り
続
け
た

い
」
と
自
然
保
護
を
訴
え
る
。
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9月 2日、札幌市 (18時～ポールスター

さっぽろ)で 設立総会を開催 します。

■設立目的…会員相互の親陸を図り、併

せてお、るさと標津との交流を深めると

ともに、その発展に寄与するため。

■会員…札幌市やその周辺に居住する標

津町出身者及び標津町所在の学校に在

籍 した方など本町にゆかりのある方。

■連絡先…役場総務課 (ao1538-2-

2131)ま たは、当別町・榊弘利宅 (a

01332-6-2468)ま で。

1.かんぽパークゴルフ大会開催のご案内

■日時 8月 7日  9時 ～

■場所 望 ケ丘パークゴルフ場

■競技 青 年 ・婦人 ・‖士年の部 (個人戦)

■主催 (財 )簡 易保険加入者協会

■目的 地 域の簡易保険加入者の親陸を

深め、健康意識を高める。

参加者 160人 を予定 しています。保

険未加入 も大歓迎。お気軽に参加を。

圃蝋田鮒回珊回酷図
2,かんぽ資金写真コンクール作品募集中

簡易保険の資金融資で作られた施設な

どを題材とした写真ヨンクールを実施 し

ます。

■目的 同 資金が公共的に運用され(住

民の福祉向上に役立てていることを皆さ

んにご理解いただくため。

■募集期限 8月 31日 まで。

入賞作品には、各種賞品が用意されて

います。

※詳 しくは、最寄 りの郵便局まで。

E郵翌1韓i翌霊靭1灘1襲蕪
塑撃'運華1服 1萎 章i

事業として行っている 「コミュニティ助

成事業」の助成を受け、液晶 ビデオ映写

機などを購入 しました。

これによリビデオ観賞会の充実と同会

の活動推進が図られます。

グ塞て 襲

● 1等 6,000万 円 192本

● 1等 十前後賞 1億 2,000万円 一

●ビックレジャー賞  300万 円4,800本

～7月 26日 から予約受付～

「この宝くじの収益金は市町村の明るく

住みよい街づくりに使われます」。

一 (財)北 海道市町村振興協会―

川北地域子ども育成連絡協議会では、

(財)自 治総合センターが宝くじ普及広報

～ 『夏の交通安全運動』実施中～

■重点

・観光 ・行楽に伴う交通事故防止

・二輪車の交通事故防止

。歩行者と自転車利用者 (特に子供)の

交通事故防止
″

―中標津警察署 ・役場住民課― /

寄付紛ケ幽iがとう

避韻奪`ました

●町に一古畑義明さん (標津小学校備

品等購入費として)

●町社会福祉協議会に一久保貞治さん

。長谷川清さん。星源太郎さん (香典

返しをやめて)

聖友標津支所 ・旧陸軍飛行隊第32戦

隊戦没者遺族者一同 (活動資金とし

て)

●標津病院に一―星源太郎さん

●中央公民館図書室に一細見昌子さん

。第一生命弟子屈支部 (図書を)

●はまなす苑に一寺島一男さん

・弥生会 (雑巾)

町内の交通事故

6月
( )は累計

人身事故   1件 (1件 )

負 傷 舌   1 人 ( 1 1 人)

死 亡 者   ○ 人 (2人 )

物損事故   7件 (78件)

死亡事故ゼロの国

1 2 5日 じ椅硼

| ザ 蓼

薫
韻
総
一総
囲
一一翻
！一！欝
”一一冊一鐵
縮
鶴
鱗
韻
轡

‐３

お誕生おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

サ際寸 香 恋ちやん 曙  町 川 村 晃 一

佐藤 達 人くん 来  町 佐 藤 秀 俊

三上 優単くん 双 葉 町 三 上 一 則

酒井 大 樹くん 忠  類 酒 井 正 和

福島  桜 ちやん 緑  町 福 島 賢 二

斎藤 幸 輝くん |||止 町 斎 藤 暁 雄

菊池 新 くん 寿  町 菊 池 敏 夫

渡辺 貴 文くん 北古多糠 渡 辺 寅 港

鈴木 泰 斗くん 共 栄 町 鈴 木  淳

矢部 宏 希くん 】ヒサ||】ヒ 矢 部  勝

蔭山 格亀くん 寿  町 蔭山美智夫

おくやみ申し上げます

氏 名 住  所 年   齢

寺 島  策 さ ん 弥 宋 町 81歳

樫 井 喜 一 さ ん 南 川 北 72歳

星 キ ミエさん 新古多糠 90歳

長谷川重吉さん 新)上 町 l ①l 歳

人日のうごき

平成6年6月1日現在
()は 前月比

世帯数 2,321世 帯 (+ 5)

人 □ 6,856人 (+ 2)

男  3 , 3 1 9人 ( + O )

女  3 , 5 3 7人 ( +  2 )



圃冊国襴□鞘酔斜図
第 7回 協会長杯争奪ソフ トボール大会

ら 17日 (9時 30分 ～標小中グランド)

ら7・14・21・28(19時 ～町屋内プール)

第 4回 町長杯争奪ゲー トボール大会

ら8月 5日 (9時～川北多目的広場)

第10回町青少年交流ソフトボール大会

》8月 7日 (9時 ～標小中グランド)

第 22回 町老人スポーツ大会

ら8月9日 (10時～古多糠小中グランド)

鶴翻麟器
と :酵:議

_)肝 臓ガンを含む肝臓病並びに難病患者

の早期発見 ・治療を目指し、次のとおり

専門医師による集団検診が実施されま

す。

■日時 8月 21日  8時 15分 ～12時

■会場 男」海町中央公民館 (別海町別海

西本町 52)

■内容 】夏部超音波検査 ・血液検査 ・専

門医による医療相談 ・療養相談

■主催 北 海道肝炎友の会 ・北海道難病

連

■対象者 ① 肝硬変 ・慢性肝炎の既往の

ある方②肝ガンの家系の方③肝炎ウイ

じ
ルスを持っている方④肝臓病の心配な

方

■申込期限 8月 2日まで。

■日時 ・場所

9月 4日 ・広尾町国保病院

9月 18日 ・北海道立紋別病院

(いずれも9時 ～11時 )

■内容 療 育指導など

■主催 Jヒ海道難病連

■対象者 原 因や病名が不明の疾患など

難病と思われる方

E申 込期限 8月 11日 まで

※申込先、お問い合わせは、役場保健

指導班 (a内 線 131)ま で。

■乳幼児相談

19日 (火)〈標津〉

〔9時 30分～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10。13カ月児、午後の

部 4・ 7カ月児対象

21日 (本)く)|1北〉

〔13時30分～14時30分/川 北公民

館〕

※4・7・10。13カ月児対象

■歯ピカ教室

11日 (月)・12日 (火)

〔9時 30分～10時30分 ・13時30分

～14時 30分/農 改センター〕

華鰹み よ

〉

スクール

8・15・22・29日 (金)

〔13:00～ 15:00/農 改センター〕

■糖尿病健康相談 (予約制)

20日  (水)

〔10時～16時/役 場相談室〕

■一般健康相談

29日  (金 )

〔13時 ～16時 /役 場相談室〕

〈8月 分〉

■一般健康相談

8月 1日 (月)〔13:30～ 15:00/

茶志骨パイロット会館〕

分
□
・ママ

(7月

※お問い合わせ 。ご相談は役場福祉保健課 (a内 線 129・

131・ 138)ま で、お気軽にどうぞ。

※農改センター…農村環境改善センターの略

曜 日

一 般 廃 棄 物 収 集 区 域

(祭日は休みです)(有  料 〉

不燃物収集日

〈無 料 〉

月 ・木
新川上町 ・若車町 ・||1上町 ・来町 ・

緑町 ・弥来町 ・曙町

7月 7日 。7月21日

8月 4日  (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住吉町 ・東浜町

7月 8日 ・7月22日

8月 5日   (金 )

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜芭多糠・

薫別 ・崎無異 ・古多糠

7月 6日 ・7月20日

8月 3日   (水 )

☆ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。

1 4



国熙釜1翁1保1隙淵の理 華
‖滞苺窮盛tlj魔1配務窮薫

体の具合が悪 く働 くことができない方

や、所得が低い方で保険料を納めること

が困難な方には、保険料が免除される制

度があります。

日法定免除

①生活保護法による生活扶助、らい予

防法の生活援助を受けているとき。

②障普基礎年金、厚生年金などの障害

年金を受けているとき。

■中詰免除

①所作尋がないとき。

②地方税法上の障害者または寡婦で年

間所得が一定以下のとき。

③その他、保険料を納付できない特別

な理由があるとき。

※いずれ も中請が必要です。詳 しく

は、役場国民年金係 (a内 線 130)ま で。

難袋編継活動葦運襲歎逓:
“J麟1蹴1織掘1魔1儲影黙i覇

町では平成6年度社会福祉基金助成事

業を募集 しています。

この基金は利子を活用 して町内の民間

グループや団体が行う社会福祉活動に助

成金を交付 して活動を助長 し、地域の保

健福祉の向上を目的としています。

社会福祉活動の事業を実施するとき

は、遠慮なく助成金交付申請書を提出し

てください。申請書の提出期限は8月 1

日です。

※詳 しくは役場福祉保健課 (公内線

137)ま で。

北海道では、広 く道民の皆さまからご

意見を伺い、これからの道政を進めるう

えで参考とするため、「道政に関する世論

調査」を行います。

15

轡鶴 へ 華

8月 中に、無作為に選ばせていただい

た道内 1,800人の方のお宅に、調査員が

伺いますので、ご協力をお願いします。

※お問い合わせは

・北海道総務部知事室広聴課

合 (011)2314111内 線 21317

・根室支庁総務課広報渉外係

a(01532)36131内 線227まで。

我が国と周辺諸国との経済的な格差に

よって、近年、就労目的で入国する外国

人が増加 しています。

法務省の推計によれば、昨年11月 1日

現在で、我が国に不法に残留 している外

国人は約29万 7千人にも上 り、これら不

法滞在者を含む来日外国人による殺人、

強盗など凶悪犯罪や麻薬などに関する薬

物犯罪が急増するなど大きな社会問題と

なっています。

これらの問題に対 して警察としては、

>我 が国の治安を直接脅かす凶悪犯罪、

薬物犯罪などを確実に検挙すること。

>集 団密入国事犯やブローカーなどが介

在する不法就労あっせん事犯など、不法

滞在者を呼び込む犯罪の取締りを徹底す

ること。

>来 日外国人が犯罪や事故の被害者とな

らないよう、防犯保護活動を進めるとと

もに雇用主に対 しては外国人の適正雇用

が行われるよう働きかけること。

などを強力に進めることとしています。

不法滞在外国人対策に住民の皆様のご

理解とご協力をお願いします。

―中標津警察署―

翌:襲郵昼!曖!躍1華謎彗

①火災時に消火活動の妨げにならないょ

うに消防用水や消火栓の付近には、車

輌駐車をしないょう心がけましょう。

②放火などによる火災を防ぐため、ゴミ

は指定日に出しましょう。

③車庫や物置周辺には燃えやすいものを

置かないようにして夜間は必ずカギを

かけましょう。

④自主防災のために、防火訂‖練には、率

先して参加し、状況に応じて適切な対

応ができるよう職場や町内会でも防火

訓練の実施を計画しましょう。

⑤近所に、お年寄りが住んでいるところ

では、常に声を控卜けてあげるなどコミ

ュニケーションを図り、住民が一丸汁

なって防火意識を向上させましょう。
~ン

―標津消防署―

は 繁
根室測候所では次のとおり、一般の

方々を対象に施設見学会を開催 します。

■日時 8月 5日 (金)10時 ～15時まで

■内容 ① 観測機器の展示②パソコンで

の 「お天気クイズ」③気象資料の展示

④天気 ・地震のビデオ上映⑤高層気象

観測の見学 (14時30分 に気球を上げ

ます)

■場所 同 測候所 (根室地方合同庁舎ノ

階 ・根室市弥栄町 118)    ＼ ン

※お問い合わせは、公01532-3-

4281まで。

高松宮杯全日本軟式野球 2

1  摯 ポけ嬰

♭9日 ～11日 (8時 ～町営球場ほか)

1 △
=

♭ 10日 (9時 ～鳩ケ丘体育館)

内家庭婦人ソフトボール大

ら 10日 (9時 30分 ～標小中グランド)

ソフ トボール

全道朝野球大会町内予選会

防 17日 (9時～町営球場)

一妥
”秘
”

！灘
茅

ら 16日 (8時 30分 ～標小中グランド)



メ
イ
②
の
ｏ

こ
の
町
に
も
新
緑
の
季
節
が
訪
れ
ヽ

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
山
々
で
山
開
き
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
、

私
は
毎
年
何

と
な
く

「
そ
わ
そ
わ
」
「
わ
く
わ
く
」
落

ち
着
か
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ

れ
は
、

数
年
前
、

時
々
集
ま

っ
て
は
飲

ん
で
い
る
ク
ラ
ス
会
の
席
で

「山
」
の

話
し
に
花
が
咲
き
、

つ
い
に
は

「
山
に

登

っ
て
み
な
い
か
」
と
言
う
友
人
の
誘

い
に
、

つ
い
気
軽
に
の
っ
て
し
ま
い
、
と

う
と
う
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
そ
の
当
日
…
。
と
こ
ろ
が
、

登
り
始
め
て
間
も
無
く
私
は
誘
い
に
の

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
後
悔
す

る
の
で
し
た
。

た
か
が
山
登
り
と
思

っ

て
挑
戦
し
た
も
の
の
、

そ
の
？
り
さ
、

苦

し
さ
と
い
い
、
も
う
何
度
引
き
返
そ
う

か
と
思

っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
友
人
達
に
励
ま
さ
れ
、

迷

惑
を
掛
け
な
が
ら
も

一
歩

一
歩
進
ん
で

行
く
こ
と
数
時
間
、

や

っ
と
の
思
い
で

頂
上
に
到
達
。

そ
の
瞬
間
、

今
の
今
ま

で
思
い
続
け
て
い
た
後
悔
も
、

？
り
さ

も
、

苦
し
さ
も
す
べ
て
消
え
て
し
ま
う

ほ
ど
大
き
な
感
動
が
私
の
体
中
に
駆
け

盤鞠:察i霊‐節に
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巡

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て

「次
の
山
に
も
挑
戦
し
た
い
。

絶
対
に
登

っ
て
み
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

何
の

た
め
に
登
山
な
ん
か
と
思

っ
て
い
た
私

で
し
た
が
、

あ
の
時
、

友
人
の
誘

っ
て

く
れ
た
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

登
る
途
中
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
連
れ
の
家

族
、

恋
人
同
志
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仲
間
達
、

そ
ん
な
中
に
は
、

六
十
才
を
越
え
て
い

る
と
い
う
ご
夫
婦
も
い
て
、

手
に
は
小

さ
な
植
物
図
鑑
を
持

っ
て
、

行
く
先
々

に
咲
い
て
い
る
草
花
を
観
賞
し
て
い
ま

し
た
。

毎
年
山
に
登

っ
て
は
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

私
の
仲
間
は
最
初
同
級
生
だ
け
で
し

た
が
、

そ
の
ご
主
人
や
そ
の
友
人
も
加

わ

っ
て
、

登
る
た
び
仲
間
が
増
え
て
い

く
。

そ
し
て
、

頂
上
で
は
す
ば
ら
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
作

っ
て
食
べ
た
焼

肉
に
焼
き
そ
ば
、

小
さ
な
や
か
ん
で
沸

か
し
て
飲
ん
だ
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
。

本
当

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

出
で
は
初
め
て
出
会

っ
た
人
達
で
も

気
軽
に
声
を
か
け
合
い
ま
す
。

「
こ
ん
に

ち
は
」
審
じ
苦
労
様
」
、

私
も
下
山
し
て

い
る
時
は
得
意
に
な

っ
て

「が
ん
ば

っ

て
、
も
う
す
ぐ
で
す
よ
」
な
ん
て
、

さ

っ
き
ま
で
弱
音
を
吐
い
て
い
た
の
も
忘

れ
て
会
う
人
み
ん
な
に
声
を
か
け
ま
す
。

純子さん
|1上町)

婦=

藤
御
〓主

コ ケ モ モ

〔ツツジ科〕

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
で
撮
影

＝
６
月
２‐
日
＝

今
年
も
ま
た
、

友
人
達
に
迷
惑
を
か

け
な
が
ら
も
、

つ
ら
く
て
、

苦
し
い
け

れ
ど
頂
上
を
め
ざ
し
て
、

あ
の
す
ば
ら

し
い
感
動
を
ま
た
、

味
わ

っ
て
み
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

次
の

「ま
ち
の
声
」
は
佐
藤
さ
ん
が

選
ん
だ
川
北
寿
町
の
仲
屋
忠
幸
さ
ん
で

す
。　

　
）

花冠の長さは数ミリで、先端は浅く5片 に

裂ける。果実はほぼ球形で径数ミリ、真紅

に熟して美しい。宙酸つぱく、生食するほ

かジャムやゼリーとしても食べられる。

「苔桃」の名はコケのように小さな植物体で

食用の実 (モモ)をつけているという意味で

この名がついた。

配
§
回
節

▽
今
回
、

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
中

村
さ
ん
と
田
村
さ
ん
に
は
（
自
然

の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
今

一

度
、

教
え
ら
れ
た
気
が
す
る
。

▽

自
分
た
ち
は
普
段
の
生
活
に
追
わ

れ
、

自
然
に
つ
い
て
つ
い
忘
れ
が

ち
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
。

▽
幼

い
頃
に
は
、

ま
ち
中
で
も
よ
く
ト

ン
ボ
や
蝶

々
を
見
か
け
た
も

の

だ
。

今
は
ど
う
だ
ろ
う
。

真
剣
に

考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

▽
さ
て
今
月
号
も
原
稿
締
切
ギ
リ

ギ
リ
セ
ー
フ
。

最
近
、
ク

ロ
ス
プ

レ
ー
の
連
続
桝
。

で
も
負
け
な
い

ぞ
。

だ
れ
か
広
報
と
キ

ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
し
て
く
れ
る
方
い
ま
せ
ん

か
。

待

っ
て
ま
す
。
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